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pen into the trash heap of history and used it like a hook to pick through the rubble 
and unearth the carcass of Christine de Pizan, to truss it up and tied together the 
loose ends of the life of this wrinked old woman. It was because I was stirred by a 
secret plan, namely, that of finding a link, of detecting a trace of a connection, be-
tween the life of Christine's Joan of Arc and that of my Yukari. Alas, this karmic 
connection, this casting of a flower upon a mandala in an abhiseha ceremony de-
signed to identify one's bodhisattva, has become a tissue of lies, a figment of my 
imagination, having neither truth nor fate to support its validity. This fabrica-
tion--a palimpsest of my own devising--was the product of a silly infatuation, of a 
heart haunted every minute, whether awake or asleep, for the last ten years by the 
vision of Yukari, of a tormented mind that sought through a process of superimpo-
sition to reshape her image into the likeness of the Maid of Orleans. Yet what I 
produced in my endless tracings, in the prolix and petulant limning of my troth, 
was but a pale imitation, a portrait of Yukari that bares little resemblance to Joan 
of Arc. What I have written in nothing more than the record of a lovesick idiot. 
The Bodhisattva. Columbia University Press, t990. pp. 118-119.
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***発 表 を 終 え て***
博士論文に翻訳 二冊と石川淳研究の経過が発表文に書 いてありますが、 しか し
目下没頭中の 「日本散文文学 モダニズム・アンソロジ 』ーに言及せず話が終わってし
まい、これを機 会にこの仕 事を簡単に紹介 させていただきます。2、3年 前 オハイオ州
立大学院生と組み、昭和10年 代文芸復興期代表作品を読み、既に知 られている新
感覚派作品よりも海外で無名に近い新興芸術派や 『新青年』掲 載の名 作を皆でぼ
っぼっ英訳 し、アンソロジ 企ー 画を開始 しました。いよいよ昨年9月 、日文研のおか
げで、本格的にプロジェク トに取組む事が出来、院生 草稿編集 の他、私の寄稿 とし
て先ず昭和11年 橘 外男著 「酒場ルーレット紛擾記」、それに昭 和9年 出版舟橋聖
一 著 「ダイヴィング」を手懸け、この頃はようやく仕上げの段 階まで漕ぎ着けたとこ
ろです。両方とも英タイプ文に して70頁 位の中編 もので、 『酒 場ルーレット』 は一
種 の喜劇で、英文で冗談が不 発にならないように気を付 け、 『ダイヴィング』 の文
章 は粗 っぽいと一部 に言われるが、後半が特に叙情性 に富み、その美 しさを出さな
ければなりません。久 しぶ りに石川淳と違 った作家による作 品を試みることになりま
した。院生寄 稿として稲垣足穂 著「星を売る店」と 「Rち ゃんとSの 話」、阿部 知
二著 「シネマの黒人」と 「日獨對抗競技」、梶井基次郎著 「Kの昇天」と 「ある崖
上の感情」、牧逸馬著 「上海された男」等あり、吉行エイスケ、牧野信一、尾崎 翠、
夢野久作、江戸川乱歩の短編か抜粋 も含む予定です。
発表中、石川先 生の文体が同年輩川端先生 より困難だと敢えてナマイキに言い
ましたところ、聴衆者一人が口をすぼめていささか驚 いたか疑 問符 のような顔を見せ
ましたが、質疑応答の時、いくっか熱心 な質 問の内、結局私の誇 張に対 しては反論
は出ませんで した。バカ翻 訳者 にっける妙薬は無 しと思われたかも知れませんが、恐
らくr雪 国』 や 『美 しさと哀 しみと』 に代表され、神 話化とまでなっている 「日
本 的な」難 しさを指摘 したかったので しょう。 しか し一体 「日本 的」が何であるか、
しかも日本的な表現には必ず読解困難が生ずるか しないかを改めて考える必要 はあ
るように思 います。日本にはいくっかの日本 もある、これは石川淳の研究を通 じて私
が学んだことの一っです。
無論どんな作家や作品 もそれなりの挑戦が要求され、その苦労に頭を悩ます翻訳
者を軽視するっもりは微塵 もありません。と言 っても余 りに総花的になり、どこもそ
れなりに難 しいと言 ってしまうのも無意味 に感 じます。饒舌体の有 無で石川淳 の作
品でさえ難易の差 もあるからです。とにもかくにも訳を仕上げるには、常に原 文と照
らし合わせてチェックしていく事 と、下書 きを重ねながら原 稿を寝かせては直す、寝
かせては直す事が一番 大切ではないでしょうか。
協4ちL
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「中世京都 における土倉酒屋 一都市社会 の自由 とその限界一」
⑫ 元.6.13
(!989)
夏 剛(京 都工芸繊維大学助教授)
HSIAGang
「インタビュー ・ノンフィクションの可能性 一猪瀬
直樹著『日本凡人伝」を手掛 りに一」
⑬ 元.7.11
(1989)
エル ンス ト・ロコバ ン ト(東 洋 大学助教授)
ErnstLOKOWANDT
「国家神道 を考える」
⑭ 元.8.8
(1989)
キム ・レーホ(ソ 連科 学 アカデ ミー ・世 界文学研究所教授)
KIMRekho
「近代 日本文学研究 の問題点」
⑮ 元.9.12
(1989)
ハル トムー ト0.ロ ーターモ ンド
(フランス国立 高等研究 院教授)
HartmutO.ROTERMUND
「江戸末期における疱瘡神 と疱瘡絵 の諸問題」
⑯ 元.10.3
(1989)
汪 向榮
(中国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員教授)
WANGXiang-rong
「弥生時期日本に来た中国人」
⑰
丶
一
兀.11.14
(1989)
ジェフ リー ・ブロー ドベ ント(ミ ネ ソタ大学助教授)
JeffreyBROADBENT
「地域開発政策決定過程を通 してみた 日米社会構造 の比較」
ノ
⑱!
一
兀,12,12
(1989)
、
エ リック ・セズ レ(フ ランス国立科学研究所助教授)
EricSEIZELET
「日本の国際化 の展望 と外国人労働者 問題」
⑲ 2.1,9(1990)
ス ミエ ・ジ ョー ンズ(イ ンデ ィアナ大 学準 教 授)
SumieJONES
「レ トリック と して の江 戸 」
⑳ 2.2.13(1990)
カール ・ベ ッカー(筑 波大学哲学思想学系外 国人教 師)
CarlBECKER
「往生 一日本 の来生観 と尊厳 死の倫理」
⑳ 2.4.10(1990)
グラントK.グ ッ ドマ ン
(カ ンザス大学教授 ・日文研客 員教授)
GrantK.GOODMAN
「忘れ られた兵士 一戦争 中の 日本 に於 けるイ ンド留学生」
22
2.5.8
(1990)
イ ア ン ・ ヒ デ オ ・ リ ー ビ
(スタンフオード大学準教授 ・日文研客員助教授)
IanHideoLEVY
「柿本人麿 と日本文学 におけるr独 創性』について」
23
2.6.12
(1990)
リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学助教授)
LiviaMONNET
「村上春樹:神 話 の解体」
⑳ 2.7.10(1990)
李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院日本語学部講師)
LIGuodong
「魯迅の悲劇と漱石の悲劇一文化伝統か らの一考察一」
⑳ 2.9.11(1990)
馬 興国(遼 寧大学 日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)
MAXing-guo
「正月の風俗一中国と日本」
⑳
㌧
2.10.9
(1990)
ケネス ・クラフ ト(リーハ イ大学助教授)
KennethKRAFT
「現代 日本 における仏教 と社会活動」
ノ
2.11.13
(1990)
丶
アハマ ドM.フ ァ トヒ(カ イロ大学講 師)
AhmedM.FATTHY
「義経文学 とエジプ トのべーバルス王伝説 における主従関係
の比較」
⑳
3.1.8
(1991)
カ レル ・フィアラ
(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員 助教 授)
KarelFIALA
「言語学 か らみた『平 家物語 ・巻一』の成立過程」
⑳ 3.2.12(1991)
アレクサン ドルA.ド ー リン
(ソ連科学 アカデ ミー東洋学研究所上級研究 員)
AleksandrA.DOLIN
「ソビエ ッ トの日本文学翻訳事情 一古典 か ら近代 まで一」
30
3.3.5
(1991)
ウイ ーべP.カ ウテル ト(ワ ーゲ ニ ンゲ ン大 学 研 究 員)
WybeP.KUITERT
「バ ロ ック ・ヨー ロ ッパ の 日本 庭 園情 報
一 ゲオ ル グ ・マ イ ステ ルの旅 一」
⑳
3.4.9
(1991)
ミコワイ ・メラノヴィッチ
(ワル シャワ大学教授 ・日文研客員教授)
Miko魚jMELANowlcz
「ポー ラン ドにお ける谷崎潤一郎文学」
32
3.5.14
(1991)
ベ ア トリスM.ボ ダル ト ・ベ イ リー(オ ース トラ リア国 立
大学 リサ ーチ フェ ロー ・日文 研 客 員 助 教 授)
BeatriceM.BODART-BAILEY
「三 百 年 前 の京 都 一 ケ ンペルの 上 洛 記 録 」
⑳ 3.6.11(1991)
サ トヤB.ワ ル マ
(ジ ャワハ ル ラール ・ネ ール大 学 教 授 ・日文 研 客 員 教 授)
Satya.B.VERMA
「イ ン ドにお け る俳 句 」
3.7.9
(1991)
ユルゲ ン ・ベル ント(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)
J丘rgenBERNDT
「ドイッ統合 とベル リンにおけ る森鵬外記念館」
ノ
⑳r
3.9.10
(1991)
、
ドナル ドM.シ ーキ ンス(琉 球大学助教授)
DonaldM.SEEKINS
「忘れ られたアジアの片隅一50年 間 の日本 とビルマの関係」
⑳ 3.10.8(1991)
王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)
WANGXiaoPing
「中国詩歌における日本人のイメージ」
⑳ 3.11.12(1991)
辛 容泰(東 国大学校文科大学教授 ・日文研来訪研究員)
SHINYong-tae
「日本語 の起源
一日本語 ・韓 国語 ・甲骨文字 との脈絡を探 る一」
⑱ 3.12.10(1991)
洪 潤植(東 国大学校教授)
HONGYoonSik
「古代日本佛教における韓国佛教の役割」
⑳ 4.1.14(1992)
サウィ トリ ・ウィシュワナタン
(デ リー大学教授 ・日文研客員教授)
SavitriVISHWANATHAN
「イン ドは日本か ら遠 い国か?一 第二次大戦後 の
国際情勢 と日本のイ ンド観の変遷 一」
40
4.3.10
(1992)
ジャン=ジ ャック ・オ リガス
(フ ランス国立東洋言語文化研究所教授)
Jean-JacquesORIGAS
「正 岡子規 と明治の随筆」
⑪ 4.4.14(1992)
リブシェ ・ボハーチコヴァー(プ ラハ国立博物館 日本美術
一
兀 キュレーター ・日文研客員教授)
Libu忌eBOHA6KOVA
「チェコス ロバキアにおける日本美術 」
4.5.12
(1992)
ポール ・マ ッカー シー(駿 河台大学教授)
PaulMcCARTHY
「谷 崎文学 の 『読 み』と翻訳:ア メ リカにおける
最近 の傾 向」
ノ
r 、
G.カ メ ロ ン ・バ ー ス ト皿(ニ ュー ヨー ク市 立 大 学 リー マ ン
43
4.6.9
(1992)
広 島校学長 ・カンザス大学 東ア ジア研究所 長)
G.CameronHURST皿
「兵法か ら武芸へ一徳川時代における武芸の発達一」
44
4.7.14
(1992)
杉本 良夫(オ ース トラリア ・ラ トローブ大学教授)
YoshioSUGIMOTO
「オース トラリアか ら見 た日本社 会」
王 勇(杭 州大学 日本文化研究センター教授 ・日文研
⑮ 4.9,8(!992)
客員助教授)
WANGYong
「中国における聖徳太子」
⑯ 4.10.13(1992)
李 栄九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)
LEEYoungGu
「直観 と芭蕉の俳句」
ウ ィ リ ア ムD.ジ ョ ン ス ト ン
⑰
4.11.10
(1992)
(米 国 ・ウェス リア ン大学 助教授 ・日文研客 員助教授)
WilliamD.JOHNSTON
「日本疾病史考 一 「黴毒』の医学的 ・文化的概念の形成」
マノジュL .シ ュレスタ(甲 南大学経 営学部講 師)
⑱ 4.12.8(1992)
ManojL.SHRESTHA
「ア ジアにおける日系企業 の戦略転換
一技 術移転 をめぐって 一」
朴 正義
⑲ 5.1.12(1993)
(圓光大学校師範大学副教授 ・日文研来訪研究員)
PARKJung-Wei
「キ リス ト教 受容 にお ける日韓比較」
マ ー テ ィ ン ・ コ ル カ ッ ト
50
5.2,9
(1993)
(米国 ・プ リンス トン大学教授 ・日文研客 員教授)
MartinCOLLCUTT
「伝説と歴史の間一北條政子と宗教」
L ノ
⑪!
5.3.9
(1993)
、
清 水 義 明(米 国 ・プ リンス トン大 学 マ ーカ ン ド栄 誉 教 授)
YoshiakiSHIMIZU
「チャールズL.ブ リアー(1854～1919)と ブ リアー美術 館
一米 国 の 日本 美 術 コ レク シ ョンの一 例 と して 一」
⑫ 5.4.13(1993)
金 春美(高 麗大学教授 ・日文研来訪研究員)
KIMChoonMie
「日本近代知識人の思想と実践一有島武郎の場合一」
53
5.5.11
(1993)
タキェ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大学 教授)
TakieSUGIYAMALEBRA
「皇太子妃選択の象徴性
一旧身分文化 との関連 を中心 として一」
54
5.6.8
(1993)
姜 希雄(ハ ワイ大 学教授 ・日文研客員教授)
H.W.KANG
「変革 と選択:10世 紀の 日本 と朝鮮
一科 挙制度をあ ぐって 一」
⑮ 5.7.13(1993)
ッベ タナ ・ク リステワ
(ソ フィア大学教 授 ・日文研客員教授)
TzvetanaKRISTEVA
「涙 の語 り 一 平安朝文学の特質 一」
⑯
5.9.14
(1993)
金 容雲
(漢陽大学教授 ・日文研客員教授)
KIMYong-Woon
「和算 と韓算を通 してみた日韓文化比較」
⑰ 5.10.12(1993)
オロフG.リ ディン
(コペ ンハーゲ ン大学教授 ・日文研客員教授)
010fG.LIDIN
「徳川時代思想 における荻生徂徠」
⑱
㌧
5.11.9
(1993)
マヤ ・ミル シンスキー
(ス ロベニア・リュブ リアナ大学助教授 ・日文研客 員助教授)》
MajaMILCINSKI
「無常観 の東西比較」
丿
5.12.14
(1993)
、
ウィリー ・ヴァン ドゥワラ(ベ ルギー ・ルー ヴァン ・
ヵ トリック大 学教授 ・日文研客員教授)
WillyVANDEWALLE
「日本 ・ベルギー文化交流史 一南蛮美術から洋学まで一」
60
6.1.18
(1994)
J.マ ーティン・ホルマン
(ミシガン州立大学連合 日本センター所長)
J.MartinHOLMAN
「自然と偽作 一井上靖文学における 『陰謀』 一」
61
6.2.8
(1994)
マイヤ ・ゲラシモワ(ロ シア科学アカデミー菊洋学研究所研究員)
MayaGERASIMOVA
「外か ら見た 日本文 化 と日本文学
一俳句 の可能 性を中心 に一」
62
6.3.8
(1994)
オギュスタン ・ベルク
(フ ランス ・社会科学高等研究 院教授 ・日文研客員教授)
AugustinBERQuE
「和辻哲郎 の風土論の現 代性 」
⑬ 6.4.12(1994)
リチャー ド・トランス(オ ハイオ州立大学 助教授)
RichardTORRANCE
「出雲地方 に於 ける読 み書 き能力 と現代文 学、1880～1930」
64
6.5.10
(1994)
シルバーノD.マ ヒウォ
(フ ィリピン大学 アジア ・セ ンター準教授)
SylvanoD.MAHIWO
「フィリピンにおける日本現状紹 介の諸 問題」
65
6.6.10
(1994)
劉 建輝
(中国 ・南開大学副教授 ・日文研客 員助教授)
:LIUJianHui
「「魔都』体験 一文学 における日本 人 と上海」
6.7.12
(1994)
チャールズJ.ク イ ン
(オハイオ州立大学準教授 ・東北 大学客員教授)
Cha「1esJ.QUINN
「私 の 日本語発見一王朝文 を中心 に一」
ノ
「i
l
67
6.9.13
(1994)
、
フランソワ ・マセ
(フ ランス国立 東洋言語文化研究所教授 ・日文研 客員教 授)
'
FrancoisMACE
「幻の行 列 一秀吉 の葬送儀礼 一」
⑱ 6.11.15(1994)
賈 惠萱
(北京大学助教授 ・日文研客員助教授)
JIAHui-xuan
「中 日比較食文化論 一健康 的飲食法 の研 究 一」
69
6.12.20
(1994)
彭 飛
(日本学術振興会特別研究員)
PENGFei
「日本語 の表現 か らみた一異文化摩擦 のメカニズムー」
⑩
7.!.10
(1995)
ミハ イル ・ウス ペ ンス キー
(エ ル ミター ジュ美 術 館 学 芸 員 ・日文 研 客 員 助 教 授)
MichailV.USPENSKY
「根 付 一 ロ シア ・エル ミター ジュ美 術 館 の コ レク シ ョンを
中心 に 一」
⑪Illgl誌4
厳 紹盪
(北京大学教授 ・日文研客 員教授)
YANShaoDang
「記紀神話 における二神 創世 の形態 一束 アジア文化 とのか
かわ り一」
⑫ 7.3.14(1995)
王 家騨
(中国 ・南開大学教授 ・日文研客員教授)
WANGJiahua
「渋沢栄一の 『論語算盤説』と日本的な資本主義精神」
⑬
㌧
7.4.1!
(1995)
ア リソン ・トキ タ
(オース トラリア ・モナ シュ大学助教授 ・日文研 客員助教授)
AlisonTOKITA
「日本伝統音楽 における語 り物 の系譜 一旋 律型を中心 に一」
ノ
⑭r
7.5.9
(!995)
、
リュ ドミーラ ・エルマコーワ
(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学 研究 所極 東文学課長)
LioudmilaERMAKOVA
「和歌 の起源 一神話 と歴史 一」
75
7.6.6
(1995)
バ トリシア ・フィス ター
(日文研客員助教授)
PatriciaFISTER
「近世 日本の女性 画家 たち」
76
7.7.25
(!995)
崔 吉城
(広島大学総合科学部教授)
CHOIKi1-Sug
「『恨』の 日韓此 較 の一考察」
⑰ 7.9.26(1995)
蘇 徳昌(奈 良大学教養部教授)
SUDechang
「日中の敬語表現」
⑱ 7.10.17(1995)
李 均洋
(西北大学副教授 ・日文研来訪研究員)
LIJunYang
「一日・中比較文化考一雷神思想の源流と展開」
79
7.11.28
(1995)
ウィ リアム ・サモニデス
(カ ンザス大学助教授 ・日文研客 員助 教授)
WilliamSAMONIDES
「=豊臣秀 吉 と高台寺の美術」
⑳ 7.12.19(1995)
タチヤーナL.ソ コロワ=デ リューシナ
(翻訳家 ・日文研来訪研究員)
TatyanaL,SOKOLOVA-DELYUSINA
「俳句 の国際性 一西欧の俳句 にっいての一考 察 一」
8.1.16
(1996)
ジョン ・クラーク
(シ ドニー大学助教授 ・日文 研客員助教授)
JohnCLARK
「日本 の近 代性 とアジア:絵 画の場 合」
ノ
⑳r
8.2.13
(1996)
、
ジェイ ・ルー ビン
(ハ ーバー ド大学教授 ・日文研客員教授)
JayRUBIN
「京の雪 、能 の雪」
83
8.3.12
(1996)
イザベル ・シャ リエ(神 戸大学 国際文化学部外 国人教 師)
IsabelleCHARRIER
「日本近代美術史の成立 一 近代批評 における新語 一」
⑭ 8.4.16(1996)
リース ・モー トン
(ニ ューキャッスル大学 教授 ・日文研客 員教授)
LeithMORTON
「日本近代文芸 におけるゴシック風小説」
⑳ 8.5.28(1996)
マーク ・コウデ ィ ・ポール トン
(ヴ ィク トリア大学 助教 授 ・日文研客 員助教 授)
MarkCodyPOULTON
「能における 『草木成仏』 の意 味」
⑳ 8.6.11(1996)
フランシスコ ・ハ ビエル ・タブレロ
(慶應 義塾大学訪 問講師)
FranciscoJavierTABLERO
「社 会的構築物 としての相撲」
87
8.7.30
(1996)
シルヴ ァン ・ギニヤール(大 阪学院大 学助教授)
SilvainGUIGNARD
「筑前 琵琶 一 文化を語 る楽器」
88
8.9.10
(1996)
ハーバ ー トE .プ ルチ ョウ
(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校教授 ・日文研客員教授)
HerbertE.PLUTSCHOW
「怨霊の領域」
⑳
㌧
8.10.1
(1996)
王 秀文(中 国 ・東北 民族学院助教授 ・日文研客員助教授)
WANGXiu-wen
「シャクシ ・女 ・魂
一 日本 におけるシャクシにまつわる民間信仰 一」
ノ
8ユ1.26
(1996)
、
王 宝平(中 国 ・杭州大学日本文化研究所副所長 ・
日文研客員助教授)
WANGBaoPing
「明治前期に来日した中国人の外交官たちと日本」
⑪
8.12.17
(1996)
陳 生保(中 国 ・上海外国語大学教授 ・日文研客員教授)
CHENShenBao
「中国語 の中の 日本語」
⑫ 9.1.21(1997)
ア レキサ ンダーN.メ シェ リャコフ
(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所教 授 ・日文研来訪
研究員)
AlexanderN.MESHCHERYAKOV
「奈良 時代 の文化 と情報」
93
9,2.18
(1997)
郭 永詰(韓 国 ・漢 陽大学文科 大学長 ・日文研客員教授)
KWAKYoung-Cheol
「言語 か ら見た 日本」
94
9.3.18
(1997)
マ リア・ロ ドリゲス・デル・ア リサル(ス ペイ ン・マ ドリー ド
国立外 国語学校 助教 授・日本学研究所所長)
MariaRODRIGUEZDELALISAL
「弁当 と日本文化」
⑮ 9.4.15(1997)
ミケーレ ・マルラ(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校
準教授 ・日文研客員助教授)
MicheleF.MARRA
「弱 き思惟 一 解釈学 の未来を見 なが ら」
⑯
9.5.13
(1997)
デニス ・ヒロタ(京 都浄土真宗翻訳 シリーズ主 任翻訳家
バークレー仏教研究所準教授)
DennisHIROTA
「日本浄土思想 と言葉
一 なぜ一遍が和歌 を作 って、親鸞が作 らなか ったか」
⑰
㌧
9.6.10
(1997)
ヤ ン ・シコラ
(チ ェコ ・カ レル大学助教授 ・日文研客員助教 授)
JanSYKORA
「近世商人 の世界 一三 井高房 『町人考見録』 を中心に一」
ノ
9.7.8
(1997)
、
鶴 田 欣也(カ ナ ダ ・ブ リティッシュコロンビア大学教授 ・
日文研客員教授)
KinyaTSURUTA
「向 こう側の文学 一近代 か らの再生 一」
⑲
9.9.9
(1997)
ポー リン ・ケン ト(龍 谷大学助教授)
PaulineKENT
「『菊 と刀』の うら話 」
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9.10.14
(1997)
セオ ドア ・ウィリアム ・グーセ ン
(カナダ ・ヨーク大学準教授 ・日文研客員助教授)
TheodoreWilliamGOOSSEN
「『日本文学』 とは何か一21世 紀 に向か って」
⑭ 9.11.11(1997)
金 禹昌KIMUchang
(韓国 ・高麗大学校文科大 学教授 ・日文研客員教 授)
リヴィア ・モネLiviaMONNET
(カナ ダ・モントリオール大学準教授 ・日文研来訪研究員)
カール ・モスクCarlMOSK
(カナダ ・ヴィク トリア大学教授 ・日文研 客員教授)
ヤ ン ・シコラJanSYKORA
(チ ェコ ・カ レル大学 助教 授 ・日文研客 員助教 授)
鶴 田 欣也KinyaTSURUTA(カ ナダ ・ブ リティッシュ
コロンビア大学教授 ・日文研 客員教授)
パ ネルディスカ ッシ ョン
「日本および 日本 人 一外か らのまなざ し」
!02
9.12。9
(1997)
ジョナ ・サルズ(龍 谷 大学助教授)
JonahSALZ
「猿 か ら尼まで 一狂言役者 の修業 」
103
丶L
10.1.13
(1998)
姜 信杓
(韓国 ・仁済大学校人文社会科学研究所教授 ・日文研客員
教授)
KANGShin-pyo
「京都考見録:韓 国文化人類学者の経験」
ノ
r⑱ 10.2.10(1998)
、
高 文漢
(中国 ・山東大学教授 ・日文研客員教授)
GAOWenhan
「中世禅林の異端者一一休宗純 とその文学」
105
10.3.3
(!998)
シュテフ ァン ・カイザー(筑 波大学教授)
StefanKAISER
「和魂漢才、和魂洋才 一語彙 ・表記 に見 る日本文化 の特性」
106
10,4.7
(1998)
ス ミエ ・ジョー ンズ
(イ ンデ ィアナ大学教授 ・日文研客員教授)
SumieA.JONES
「幽霊 と妖 怪の江戸文学」
107
10.5.19
(1998)
リヴィア ・モネ
(カナダ・モ ントリオール大学準教 授・日文研来訪研究員)
LiviaMONNET
「映画 と文学の間に一金井 美恵子の小説における映画的身体」
⑱ 10.6.9(1998)
島崎 博
(カナダ ・レスブ リッジ大学教授 ・日文研客 員教授)
HiroshiSHIMAZAKI
「化粧 の文化地理」
109
10.7.14
(1998)
丘 培培
(米 国 ・バ ッサー大学 助教 授 ・日文研来訪研究員)
PeipeiQlu
「なぜ荘 子の胡蝶 は俳諧の世界 に飛ぶのか
一 詩的 イメージとしての典故 一」
10.9.8
(1998)
ブルーノ ・リーネル
(スイス・チュー リッヒ大学講師 ・ユ ング派精神分析 家 ・日
文研 客員助教授)
BrunoRHYNER
「日本の教育 がかかえる問題点」
ノ
!「
⑭ 10.10.6(1998)
丶
アハ マ ド ・ムハ マ ド ・ファ トヒ ・モス タフ ァ
(エ ジプ ト ・カ イ ロ大 学 講 師 ・日文 研 客 員 助 教 授)
AhmedM.F.MOSTAFA
「『愛 玩 」 一 安 岡 章 太 郎 の 『戦 後 』の は じま り」
⑫ 10.11.10(1998)
ア リソン ・トキ タ
(オース トラリア ・モナシュ大学助教授 ・日文研客員助教授)
AlisonMcQuEEN-ToKITA
「「道行 き』と日本文化 一 芸能 を中心 に」
113
10.12.8
(1998)
グレン ・フック
(英国 ・シェフィール ド大学 教授 ・東京大学客員教授)
GrennHOOK
「地域主義の台頭 と東 アジアにおける日本の役割」
⑭ 11.1.12(1999)
杜 勤
(中国 ・華東師範大学助教授 ・華東師範大学外国語学院
第2学 部副学部長 ・日文研客員助教授)
DUQin
「「中』のシンボリズムについて一宇宙論からのアプローチ」
115
11.2.9
(1999)
シーラ ・ス ミス
(米国 ・ボス トン大学助教授 ・日文研客員助教授)
SheilaSMITH
「日本の民主主義 一沖縄か らの挑戦」
⑭ 11.3.16(1999)
エ ドウィンA.ク ランス トン
(米 国 ・ハーバー ド大学教授 ・日文 研客員教授)
EdwinA.CRANSTON
「うたの色 々:翻 訳 は詩歌の詩 化また は死化?」
⑭
丶
11.4.13
(1999)
ウィ リアムJ.タ イラー
(米 国 ・オハ イオ州立大学助教授 ・日文研客員助教授)
WilliamJ.TY:LER
「石川 淳著 「黄金傳説』その他の翻訳 について」
ノ
r
、
金 知見
118
11.5.11(韓国 ・仏教教育大学大学院長 ・日文研客員教授)
(1999)KIMJiKyun
「内藤湖南先生の眞蹟一高麗太祖顕陵詩」
マ リア ・ヴォイ ヴ ォデ ィッチ
!1.6.8 (モンテネグロ共和国政府民営化推進部外資担当課長 ・
119
(1999)日文研客員助教授)MarijaVOJVODIC
「言葉いろいろ一日本の言葉に反映された文化の特徴 一」
リース ・幸 子 滝
(ケ ドレン精 神衛 生 センター箱 庭療法 トレーニングコ ンサ
@ 11,7.13(1999)ルタン ト・日文研 客員助教授)REECESachikoTaki
「心理臨床の場に映 った私生活の中の暴力と社会の中の暴
力」
宋 敏
121
!1.9.7 (国民大学校文化大学学長 ・日文研客員教授)
(1999)SONGMin
「明治初期における朝鮮通信使の日本見聞」
ジャ ン ノエル ロベ ール
12211.10.12
(1999)
(国立高等研究院国民大学校文化大学学長 ・日文研客員
教授)
Jean-No61A.ROBERT
「二十一世紀 の漢文一死語 の将来一」
丶
ノ
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